
 
 

 

「鹿児島線(北九州・福岡間)鉄道貨物輸送力増強事業」起工式の開催 

 
平成２０年１月１６日 

 

 国土交通省の幹線鉄道等活性化事業として平成１９年度から事業化され、鹿児

島線の北九州貨物ターミナル駅・福岡貨物ターミナル駅間において２６両編成

（１３００トンけん引）のコンテナ列車の走行を可能にすることで、需要の旺盛

な関東・九州間での輸送力増強を実現するものです。 
関東・九州間の長編成貨物列車の走行可能化については、東海道線は平成１０

年、山陽線は平成１９年３月に実現しており、本事業が完成しますと、東京貨物

ターミナル駅から福岡貨物ターミナル駅まで２６両編成のコンテナ列車が乗り入

れ可能となります。この区間は、鉄道コンテナ輸送の需要が強勢であるとともに、

近年は東アジアと日本を結ぶ物流ルートとしても脚光を浴びてきております。 

本事業が完成した後は、環境負荷の最も少ない輸送モードである鉄道貨物輸送

がその特性を最も発揮できる長距離帯において、より多くのお客様に鉄道をご利

用いただくことが可能となり、モーダルシフトが促進されます。 
 つきましては、下記により起工式を行います。 

  １．日 時  平成２０年１月２５日（金） １１時３０分から 
  ２．場 所  北九州貨物ターミナル駅構内 
         「住所」北九州市門司区大里新町１１－３ 
  ３．主 催  北九州貨物鉄道施設保有株式会社、ＪＲ貨物 
 

 （参考）事業概要 

   (1)工事区間 鹿児島線北九州貨物ターミナル駅～福岡貨物ターミナル駅間 
         （６７．６ｋｍ） 
   (2)工事内容 待避線、着発線延伸、コンテナホーム（福岡タ）等の工事 
   (3)事業効果 鉄道コンテナ輸送力の増強 約１７万トン／年 
   (4)モーダルシフトによる環境負荷の改善 
     ①ＣＯ２の排出削減量 約３．２万トン／年 
     ②ＮＯＸの排出削減量 約２７トン／年 
   (5)事業費  ２５億円（補助率３０％以内） 
   (6)完成予定 平成２２年度（参考 九州新幹線 博多開業と同時期予定） 
   (7)事業主体 北九州貨物鉄道施設保有株式会社（第３セクター） 
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拡大部分

篠栗線
桂川方

長者原

北九州貨物ターミナル駅
（着発荷役線延伸等）

福岡貨物ターミナル駅改良
（1300ﾄﾝ列車取扱可能化）

福間駅待避線延伸
（1300ﾄﾝ列車停車可能化）

鹿児島線（北九州・福岡間）鉄道貨物輸送力増強事業実施区間鹿児島線（北九州・福岡間）鉄道貨物輸送力増強事業実施区間



福岡貨物ターミナル
北九州貨物ターミナル

吹田信号場
東京貨物ターミナル

国・自治体の御支援を受けて行ってきた国・自治体の御支援を受けて行ってきた
鉄道貨物輸送力増強事業（幹線編）鉄道貨物輸送力増強事業（幹線編）

門司貨物拠点整備事業
北九州貨物ターミナル駅新設

（平成11～14年度）

山陽線鉄道貨物
輸送力増強事業
（平成14～18年度）

東海道線鉄道貨物
輸送力増強事業
（平成5～9年度）

鹿児島線（北九州・福岡間）
鉄道貨物輸送力増強事業
（平成19～22年度予定）

コンテナ列車２６両（１，３００トン）けん引化を実現


